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に
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５
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８
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３
年
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ュ
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ジ
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ラ
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ド
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テ
イ

中
学
３
年
生
が
ニ
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＊
定
額
減
税
の
補
足
給
付
金

　
　
　
　
　
　
5
0
0
0
万
円

＊
卓
球
台
購
入
費

　
　
　
1
7
1
万
円

＊
る
る
ぶ
増
刷
　
54
万
円

＊
多
子
世
帯
利
用
料
等
軽
減

　
事
業
助
成
金
　
88
万
円

＊
和
木
中
学
校
校
舎
棟
の
外
壁

　
改
修
工
事
の
請
負
契
約
締
結

　
　
　
　
　
　
6
1
6
8
万
円

＊
斎
場
改
修
工
事

　
　
　
　
　  

3
5
0
万
円

外壁改修が始まる中学校校舎

転入の効果を期待“るるぶ”

補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

定
額
減
税
ス
タ
�
ト  

家
庭
支
援
へ
１
人
４
万
円

所
得
税
３
万
円
・
地
方
住
民
税
１
万
円
を
減
税

６月定例会　
6
月
定
例
会
は
、
6
月
7
日
か
ら
6
月
18
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正

予
算
が
9
2
3
9
万
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
が
42
億
6
2
8
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
今

回
の
定
額
減
税
に
関
す
る
、
所
得
税
と
住
民
税
の
合
計
が
減
税
額
に
届
か
な
い
世
帯
へ
の
給
付
金

5
0
0
0
万
円
と
、
低
所
得
者
支
援
給
付
金
2
5
0
0
万
円
で
す
。
そ
の
他
、
入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
て

い
た
和
木
中
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
が
、
6
1
6
8
万
円
の
随
意
契
約
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
提
出
さ

れ
た
議
案
5
件
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
4
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
の
詳
細
を
。

　
　
　
　
　（
灰
岡
議
員
）

　

個
人
の
推
計
所
得
税
及

び
住
民
税
所
得
割
額
が
定

額
減
税
を
下
回
り
、
定
額
減
税

を
充
分
に
受
け
ら
れ
な
い
方
に

対
し
、
そ
の
差
額
分
を
1
万
円

単
位
で
支
給
す
る
。
2
万
円
を

2
5
0
0
人
予
定
す
る
。

　

増
刷
の
理
由
と
効
果
は
。

　
　
　
　
　（
森
脇
議
員
）

　

昨
年
配
布
し
た
近
隣
市

町
や
、
そ
の
他
各
方
面
か

ら
そ
の
後
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

増
刷
す
る
。
和
木
町
へ
の
興
味

や
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
転

入
や
定
着
に
繋
が
る
効
果
を
期

待
す
る
。

　

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
財
団

か
ら
の
支
援
を
受
け
た
経

緯
と
、
購
入
台
数
は
。

（
津
島
議
員
）

　

和
木
町
か
ら
申
請
し

て
、
9
台
購
入
と
な
る
。

　
事
業
内
容
と
利
用
人
数

は
。
　
　
　（
上
田
議
員
）

　

県
の
事
業
で
、
3
歳
児

未
満
の
保
育
料
に
つ
い
て

第
2
子
以
降
を
無
料
に
す
る
制

度
で
、
認
可
外
保
育
の
利
用
人

数
が
3
名
と
な
る
。

工
事
内
容
を
伺
う
。

（
灰
岡
議
員
）

　

斎
場
の
高
圧
引
込
電
線

が
大
雨
に
よ
る
倒
木
で
断

線
し
た
た
め
、
復
旧
工
事
を
行

う
。

問

問

問

問問

答

答

答

答

答答

物
価
高
の
な
か
家
計
を
支
援
す
る
国
の
事
業

　
工
事
請
負
が
随
意
契
約

と
な
っ
た
経
緯
と
工
期
を

問
う
。
　
　
　
　（
灰
岡
議
員
）

　

指
名
競
争
入
札
を
２
度

実
施
し
た
が
、
２
回
と
も

業
者
の
辞
退
に
よ
り
入
札
が
成

立
せ
ず
、
年
度
内
の
事
業
完
了

の
た
め
に
随
意
契
約
で
の
契
約

締
結
と
す
る
。
工
期
は
、
来
年

1
月
末
を
見
込
み
、
夏
休
み
期

間
中
に
大
き
な
音
の
出
る
工
事

を
行
い
、
授
業
な
ど
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
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・地方債の借入額は、平成30年に「こども園施設整備事業」「緑ヶ丘団地第2棟建設事業」等の大規模事業を実
施したため、11.3億円と大幅に増加しました。令和３年度は、「緑ヶ丘団地3棟建設事業」などで、約4.8億円
を借り入れました。

・町税は、令和４年度は、原油価格高騰に伴いＡ社の業績が伸びることで、法人町民税が大幅な増収となったた
め、前年度と比較して3.1億円の増額となっています。

・公債費は、４億円前後で推移していましたが、近年の大規模事業の財源とした地方債の償還が開始されたこと
から、令和４年度にピークを迎えています。

・財政調整基金は、平成30年度は「こども園施設整備事業」などにより前年度末から1.1億円減になりました。
令和2年度から令和4年度は、大規模な建設事業が少なく、コロナ禍で各種イベント事業の縮小や中止により、
基金残高が増加しており、令和4年度末時点では、17.6億円となっています。

・平成30年度に地方債算残高が大幅に増加している要因は、こども園施設整備事業等の大規模建設事業が重複し
ており、その財源として、総額9.7億円（臨時財政対策債除く）の借り入れを行ったためです。

福祉サービスや学校教育、防災や道路の整備など、住民の皆さんが住みやすい
町にするために、町がお金を集めてくることと、集めたお金をどのように使っ
ていくかを地方財政といいます。地方財政は住民の皆さんの共同の家計簿です。

財政とは

自主財源

（
51.8％

）依
存

財
源

（

48
.2%

）

歳 入
41億7046万円

令和６年度 一般会計予算
41億7046万円

歳 出

諸
収
入
等 

繰越金 0.5%

国・県支出金
18.0%

繰入金 9.6% 使用料及び手数料 3.3%

地方交付税21.8%

地方譲与税等
5.7%

町民税・固定資産税
軽自動車税・たばこ税 等

延滞金・預金利子・貸付金
の回収金 等

議会活動

防犯対策・コミュニティ
バス・選挙事業 等

基金から繰り入れるお金
前年度から繰り越したお金

地方債 2.7%
使い道を特定して国・県が
支出する補助金 等

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されるお金

国税として徴収し
一定基準により町
に譲与されるお金
等

借り入れするお金

消防費 5.3%

教育費
13.7%

議会費 1.6%

衛
生
費 

6.3
%

総務費 20.5%

予防接種・健康増進、ごみ処理事業 等

高齢者・児童・障がい者福祉事業、
こども園 等

町が借り入れたお金の
返済

学校・公民館・
図書館事業 等

道路・公園・住宅整備 等

消防団活動、消防施設
整備 等

土
木
費 

10.5%

民
生
費 

29.3
%

その他 1.4%
公債費
11.4%

町税  31.9%

6.5％

住宅使用料・こども園利用料等

● 最近５ヵ年における一般会計決算状況等の推移

町税

財政力指数（３ヵ年平均）

実質公債費率（３ヵ年平均）

地方債現在高

財政調整基金残高

1,513,000

68.6％

7.3％

5,671,000

1,161,000

平成30年度

1,502,000

70.0％

6.8％

5,499,000

1,172,000

令和元年度

1,424,000

71.0％

6.0％

5,403,000

1,263,000

令和２年度

1,371,000

67.7％

5.8％

5,465,000

1,406,000

令和３年度

1,685,000

62.5％

6.6％

5,072,000

1,759,000

令和４年度

※100万円以下は切り捨て

（単位：千円）

3

特 集（財政を考える）



給食は楽しみです

小学校読み聞かせ風景

ホームステイで日常会話を学ぶ

教　育

給食費の無料化事業　総額４６１４万円：昭
和２７年に小学校、３２年に中学校、３７年に
幼稚園が完全給食となる。

各種検定受験料助成事業　総額１７２万円：平成２６年度から英語検定、翌年から数検、漢検、
ＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬの受検料を助成。

国際交流事業　総額８３９万円：中学３年生
のホームステイ事業で、当初はオーストラリア。
令和５年度からニュージーランドに。参加者負
担金２０万円。その他イングリッシュキャンプ。

福祉・医療

敬老会事業　総額３５６万円：式典に７３歳
以上の高齢者を招待し、１人２千円の商品券
を支給する。（令和５年度対象者１１２０人）

敬老金支給事業  総額３１３２万円：７５～
７９歳は年額２万４千円、８０歳以上は年
額 3 万 6 千円とする。

出産祝い金　総額２００万円：第１子３万円。
第２子３万円。第３子以降５万円を支給。

健やか安心基金　残高　再編交付金１億１７８０
万円、米空母艦載機部隊配備特別交付金１億
１４０万円（合計２億１９２０万円）：こども安心
医療費助成、インフルエンザ予防接種、乳がん
検診、帯状疱疹の予防接種、高校生までの医療
費無料などを助成する基金。

高齢者福祉タクシー事業　総額２５０万円：７０歳以上の方、
６５歳以上で常時介護を必要とされる方、７５歳以上の方の
みで構成される世帯主が対象。（初乗り運賃 ×２０枚 /１人）

障害者福祉タクシー事業　総額１０３万円：身体障害者手帳
３級以上又は療育手帳Ａ・Ｂ及び精神保健福祉手帳を有する
者に対して支給。タクシー利用１回につき、利用料金（障が
い者割引後）の１/２相当額を助成。年２０枚。

妊産婦タクシー事業　総額３８万円：妊産婦が、医療機関や
買い物などを利用する場合に、利用料の一部を助成する。

（妊産婦  ５００円 ×１０枚／１人）
買い物や通院に便利なタクシーチケット
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生活を支えるあいあいバス

　地方自治体は、きびしい財政状況の中でも、安全かつ良質な公共サービスが、確実、効率
的に実施されるよう、地域の実情に応じた政策を考え、事業として取り組んでいます。
　和木町も福祉・教育・環境と様々な分野で独自に事業を行い、住民福祉の向上に努めてい
ます。
　持続可能な行財政運営を続けていくためにも、議会は町の財政をしっかり監視していきます。

・自主防災組織の活動に必要となる防災資器材の導入等に係る費用について補助を行い、組織活動の活性化
と地域のつながりの強化を図るもの。

※今回３巡目　　１０万円を５自治会に補助

和木町独自の事業

生活と環境

家庭用防犯カメラ　総額６４万円：平成２８年
から安全で安心なまちづくりの推進を図るため、
居住する住宅にカメラを設置した方に補助金を
交付１住宅に限度額５万円。

（補助対象経費の１/２）

住宅建設資金利子補給制度　総額３６４万円：金融機関等から資金を借り入れて、町内で床面積
６０㎡以上の居住用の住宅を建設した個人に対して、月額５千円を限度に利子を補助する制度。

（最長３年間　最大１８万円）

防災防犯カメラ　総額１６０万円：平成２７年
から町内の交差点や道路沿いに防犯カメラを設
置し、犯罪発生の抑止を図る。（２３箇所３５台）

住宅建設奨励金制度　総額４１０万円：平成
１２年から和木町内に住宅を新築した個人又
は新築住宅を購入した個人の家屋に係る固定
資産税の一部を補助する制度。

コミュニティバス運用事業　総額２２９８万円。
平成２０年から関ヶ浜便（平日１２便）、瀬田
便（平日１４便）と住民の生活に欠かせない公
共交通として活躍。

自主防災組織活性化事業　総額 ５０万円
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若
い
方
が
都
会
に
憧
れ
を
持
つ

よ
う
に
な
り
︑
若
い
方
の
人
口
が

減
っ
て
い
る
︒
仕
事
場
を
作
り
︑
若
者
が

居
着
く
町
に
し
て
欲
し
い
︒

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
を
準

備
す
る
た
め
︑
町
内
企
業
へ
の
呼

び
か
け
や
︑
地
方
へ
戻
っ
て
起
業
し
た
い

と
い
う
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
︑
転
出
超
過
数
の
減
少
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
︑
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
︒

　

様
々
な
申
請
書
の
電
子
申
告︵
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
︶
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
︒

　

今
後
の
申
請
可
能
と
な
る
書
類
等
の
予

定
が
あ
る
か
︒
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
く

ら
い
利
用
さ
れ
た
か
を
伺
う
︒

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て
︑

現
在
は
全
28
手
続
き
︵
転
入
転
出

手
続
き
な
ど
︶
が
可
能
︒

　

手
続
き
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
拡

充
す
る
た
め
︑
山
口
県
及
び
県
内
市
町
に

よ
る
汎
用
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
︵
や
ま
ぐ

ち
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
︶
の
共
同
利
用
の

検
討
を
進
め
る
予
定
︒

　

利
用
実
績
は
令
和
５
年
度
36
件
︒

　

旧
チ
ェ
リ
ー
美
容
室
前
の
交
差
点

は
︑
時
間
規
制
は
か
か
っ
て
い
る
が
︑

自
転
車
等
の
衝
突
事
故
の
懸
念
が
あ
る
︒

カ
ラ
ー
舗
装
等
の
表
示
が
必
要
で
は
︒

　

停
止
指
導
線
及
び
区
画
線
が
薄

く
な
り
︑
引
き
替
え
工
事
を
実
施

す
る
︒　

蜂
ヶ
峯
に
通
じ
る
道
路
の
桜
が

伐
採
さ
れ
た
が
︑
そ
の
後
の
計
画

は
あ
る
の
か
︒

　

現
在
の
と
こ
ろ
桜
や
そ
れ
に
代

わ
る
樹
木
の
植
替
え
は
考
え
て
い

な
い
が
︑
将
来
的
に
法
面
対
策
も
含
め
た

対
策
を
考
え
る
︒

　

関
ヶ
浜
や
瀬
田
地
区
で
は
空
き

家
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
︒
国
は

﹁
改
正
空
家
対
策
措
置
法
﹂
を
施
行
し
対

策
の
強
化
を
促
し
て
い
る
が
︑
和
木
町
も

空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
︒

　

町
で
は
空
き
家
の
相
談
事
例
が

少
な
く
︑
現
時
点
で
優
先
的
な
事

業
と
考
え
な
い
︒

　

今
後
︑
空
き
家
問
題
が
大
き
く
顕
在
化

す
れ
ば
﹁
和
木
町
空
家
等
対
策
計
画
﹂
の

策
定
や
補
助
も
必
要
に
な
る
︒

　

近
年
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
増
え
て

い
る
︒
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
︑

国
道
沿
い
や
小
瀬
川
歩
道
等
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
犬
の
糞
︑
煙
草
の
吸
い
殻
な
ど
が

目
立
つ
︒
看
板
設
置
や
環
境
美
化
条
例
に

則
し
た
注
意
喚
起
が
必
要
で
は
︒

　

条
例
施
行
後
︑
年
数
が
経
過
し

て
お
り
︑
再
度
広
報
等
で
周
知
し
︑

不
法
投
棄
や
犬
の
糞
の
放
置
問
題
の
抑
止

に
な
る
よ
う
活
用
す
る
︒

　
中
学
校
裏
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
内
が
荒

れ
︑プ
レ
ー
に
支
障
が
あ
る
︒
整
備
を
︒

　

和
木
町
庭
球
場
は
︑
令
和
５
年

か
ら
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
︒

基
金
を
活
用
し
令
和
９
年
度
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
改
修
及
び
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
す
る
予
定
︒

　

犬
の
糞
対
策
と
し
て﹁
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
﹂
が
始
ま
っ
た
が
︑

そ
の
経
緯
は
︒

　

犬
の
糞
害
へ
の
苦
情
が
増
加
し

た
た
め
︑
他
市
町
で
の
取
組
を
参

＊
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
を

＊
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

＊
若
者
が
居
着
く
町
に

＊
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

＊
不
法
投
棄
や
犬
の
糞
の
放
置
問
題

＊
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作
戦

で
収
入
の
7/10
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
の

で
ゴ
ル
フ
利
用
税
を
免
除
出
来
な
い
︒

　

和
木
小
か
ら
国
道
ま
で
の
中
道

の
水
路
の
清
掃
は
︑
高
齢
者
が
多

く
な
り
︑
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
開
閉
が
難
し

い
︒
水
路
の
清
掃
を
町
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
︒　

一
斉
清
掃
は
︑
可
能
な
範
囲
で

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
︒
実
施
で
き
な
か
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
︑
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順
位
を

決
め
て
実
施
す
る
︒

　

線
路
法
面
の
草
を
業
者
が
刈
っ

て
草
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
︒

Ｊ
Ｒ
へ
草
刈
の
要
請
や
危
険
防
止
の
フ
エ

ン
ス
の
要
望
を
︒

　

法
面
を
管
理
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
に

要
望
を
伝
え
る
︒
な
お
︑
フ
ェ
ン

和木４・５丁目での 課題を議会で審議
関ヶ浜地区 和木４・５丁目瀬田地区 和木１･２・３丁目

　放置された犬の糞の周りをチョーク
で囲み、発見日時を書き「他人の目が
ある。糞の放置は許さない」という地
域の態度を認識させる。

イエローチョーク作戦とは

生
活
・
環
境

考
に
し
て
実
施
し
た
︒

　

下
水
道
遊
園
地
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

材
が
置
い
て
あ
る
︒
子
ど
も
た
ち

が
遊
ぶ
の
に
危
険
で
︑除
去
し
て
欲
し
い
︒

　

腐
朽
し
て
い
る
の
で
早
急
に
撤

去
す
る
︒

　

瀬
田
川
に
粗
大
ゴ
ミ
等
が
見
受

け
ら
れ
た
場
合
︑
早
い
対
応
を
︒

　

現
場
を
確
認
し
︑
河
川
管
理
者

で
あ
る
山
口
県
︵
岩
国
土
木
建
築

事
務
所
︶に
早
期
の
対
応
を
促
し
て
い
る
︒

　

和
木
町
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
税
が

近
隣
よ
り
高
い
︒
高
齢
者
の
所
得

を
考
慮
し
︑
60
歳
以
上
の
利
用
税
を
免
除

で
き
な
い
か
︒

　

ゴ
ル
フ
場
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
比
較
し
て
︑
一
般
的
に
利
用

料
金
が
高
額
で
あ
り
︑
利
用
者
の
支
出
行

為
は
︑
十
分
な
納
税
能
力
が
認
め
ら
れ
課

税
さ
れ
て
い
る
︒
課
税
主
体
は
都
道
府
県

将来的な法面対策が望まれる
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若
い
方
が
都
会
に
憧
れ
を
持
つ

よ
う
に
な
り
︑
若
い
方
の
人
口
が

減
っ
て
い
る
︒
仕
事
場
を
作
り
︑
若
者
が

居
着
く
町
に
し
て
欲
し
い
︒

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
を
準

備
す
る
た
め
︑
町
内
企
業
へ
の
呼

び
か
け
や
︑
地
方
へ
戻
っ
て
起
業
し
た
い

と
い
う
希
望
を
叶
え
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
︑
転
出
超
過
数
の
減
少
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
︑
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
︒

　

様
々
な
申
請
書
の
電
子
申
告︵
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
︶
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
︒

　

今
後
の
申
請
可
能
と
な
る
書
類
等
の
予

定
が
あ
る
か
︒
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
く

ら
い
利
用
さ
れ
た
か
を
伺
う
︒

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て
︑

現
在
は
全
28
手
続
き
︵
転
入
転
出

手
続
き
な
ど
︶
が
可
能
︒

　

手
続
き
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
拡

充
す
る
た
め
︑
山
口
県
及
び
県
内
市
町
に

よ
る
汎
用
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
︵
や
ま
ぐ

ち
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
︶
の
共
同
利
用
の

検
討
を
進
め
る
予
定
︒

　

利
用
実
績
は
令
和
５
年
度
36
件
︒

　

旧
チ
ェ
リ
ー
美
容
室
前
の
交
差
点

は
︑
時
間
規
制
は
か
か
っ
て
い
る
が
︑

自
転
車
等
の
衝
突
事
故
の
懸
念
が
あ
る
︒

カ
ラ
ー
舗
装
等
の
表
示
が
必
要
で
は
︒

　

停
止
指
導
線
及
び
区
画
線
が
薄

く
な
り
︑
引
き
替
え
工
事
を
実
施

す
る
︒　

蜂
ヶ
峯
に
通
じ
る
道
路
の
桜
が

伐
採
さ
れ
た
が
︑
そ
の
後
の
計
画

は
あ
る
の
か
︒

　

現
在
の
と
こ
ろ
桜
や
そ
れ
に
代

わ
る
樹
木
の
植
替
え
は
考
え
て
い

な
い
が
︑
将
来
的
に
法
面
対
策
も
含
め
た

対
策
を
考
え
る
︒

　

関
ヶ
浜
や
瀬
田
地
区
で
は
空
き

家
が
目
立
ち
始
め
て
い
る
︒
国
は

﹁
改
正
空
家
対
策
措
置
法
﹂
を
施
行
し
対

策
の
強
化
を
促
し
て
い
る
が
︑
和
木
町
も

空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
︒

　

町
で
は
空
き
家
の
相
談
事
例
が

少
な
く
︑
現
時
点
で
優
先
的
な
事

業
と
考
え
な
い
︒

　

今
後
︑
空
き
家
問
題
が
大
き
く
顕
在
化

す
れ
ば
﹁
和
木
町
空
家
等
対
策
計
画
﹂
の

策
定
や
補
助
も
必
要
に
な
る
︒

　

近
年
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
増
え
て

い
る
︒
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
︑

国
道
沿
い
や
小
瀬
川
歩
道
等
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
犬
の
糞
︑
煙
草
の
吸
い
殻
な
ど
が

目
立
つ
︒
看
板
設
置
や
環
境
美
化
条
例
に

則
し
た
注
意
喚
起
が
必
要
で
は
︒

　

条
例
施
行
後
︑
年
数
が
経
過
し

て
お
り
︑
再
度
広
報
等
で
周
知
し
︑

不
法
投
棄
や
犬
の
糞
の
放
置
問
題
の
抑
止

に
な
る
よ
う
活
用
す
る
︒

　
中
学
校
裏
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
内
が
荒

れ
︑プ
レ
ー
に
支
障
が
あ
る
︒
整
備
を
︒

　

和
木
町
庭
球
場
は
︑
令
和
５
年

か
ら
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
︒

基
金
を
活
用
し
令
和
９
年
度
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
改
修
及
び
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

実
施
す
る
予
定
︒

　

犬
の
糞
対
策
と
し
て﹁
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
﹂
が
始
ま
っ
た
が
︑

そ
の
経
緯
は
︒

　

犬
の
糞
害
へ
の
苦
情
が
増
加
し

た
た
め
︑
他
市
町
で
の
取
組
を
参

で
収
入
の
7/10
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
の

で
ゴ
ル
フ
利
用
税
を
免
除
出
来
な
い
︒

　

和
木
小
か
ら
国
道
ま
で
の
中
道

の
水
路
の
清
掃
は
︑
高
齢
者
が
多

く
な
り
︑
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
開
閉
が
難
し

い
︒
水
路
の
清
掃
を
町
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
︒　

一
斉
清
掃
は
︑
可
能
な
範
囲
で

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
︒
実
施
で
き
な
か
っ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
︑
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順
位
を

決
め
て
実
施
す
る
︒

　

線
路
法
面
の
草
を
業
者
が
刈
っ

て
草
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
︒

Ｊ
Ｒ
へ
草
刈
の
要
請
や
危
険
防
止
の
フ
エ

ン
ス
の
要
望
を
︒

　

法
面
を
管
理
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
に

要
望
を
伝
え
る
︒
な
お
︑
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
に
つ
い
て
は
︑
町
が
実
施
す
る

予
定
は
な
い
︒

　

国
道
２
号
和
木
交
差
点
︑
陸
橋

の
東
側
ら
せ
ん
階
段
の
照
明
が
故

障
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
に
要
望
す
る
︒

　

国
道
２
号
線
和
木
交
差
点
︑
平

和
プ
ロ
パ
ン
前
の
歩
道
が
狭
く
て

見
通
し
が
悪
く
︑改
良
工
事
を
要
望
す
る
︒

　

国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
る
︒

　

国
道
２
号
線
の
栄
橋
か
ら
引
込

み
線
の
間
は
︑
除
草
が
困
難
で
あ

り
︑国
道
管
理
者
に
除
草
を
頼
め
な
い
か
︒

　

国
土
交
通
省
に
要
望
を
伝
え
る
︒

　

出
産
前
や
産
後
時
の
子
ど
も
の

一
時
預
か
り
保
育
料
金
補
助
の
検

討
は
︒　

一
時
預
か
り
事
業
は
︑
一
日
あ

る
い
は
︑
短
時
間
の
預
か
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
保
育
料
の
補
助
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
︒

　

町
内
の
集
会
所
の
ト
イ
レ
︑
玄

関
の
入
り
口
な
ど
段
差
が
あ
り
︑

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
が
使
い
づ
ら
い

の
で
利
便
性
を
考
慮
し
て
欲
し
い
︒

　

全
て
の
集
会
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
︑
多
額
の
費
用
を
要
し

困
難
で
あ
る
︒
集
約
化
・
複
合
化
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
大
規
模
改
修
な
ど
を
実
施
し
︑

継
続
し
て
地
域
の
住
民
の
方
に
利
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
︒

　

高
齢
者
や
町
民
の
健
康
寿
命
を

維
持
す
る
た
め
に
町
内
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
検
討
で
き
な

い
か
︒　

令
和
元
年
か
ら
﹁
あ
し
ゆ
び
体

操
﹂﹁
あ
い
う
べ
体
操
﹂﹁
あ
る
こ

う
運
動
﹂
の
﹁
３
つ
の
あ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
事
業
の
普
及
︑
推
進
を
図
っ
て
い

る
︒
令
和
６
年
度
も
︑
あ
る
こ
う
運
動
と

し
て
楽
し
み
な
が
ら
体
力
・
筋
力
を
つ
け

る
﹁
わ
き
あ
い
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
﹂
を
開
催

す
る
予
定
︒

　

災
害
時
︑
ど
こ
に
避
難
し
て
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
住
民
も
多
い
︒

対
応
で
き
る
調
査
や
準
備
は
︒

　
﹁
避
難
所
一
覧
﹂
と
し
て
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
配
布
済
み
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
る
︒﹁
災

害
発
生
時
等
の
職
員
参
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

を
改
訂
し
︑
非
常
時
の
職
員
呼
集
体
制
を

整
備
し
た
︒
無
線
︑
戸
別
受
信
機
︑
防
災

＊
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
は

和木４・５丁目での
委員会委員会

ナ　ウ

考
に
し
て
実
施
し
た
︒

　

下
水
道
遊
園
地
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

材
が
置
い
て
あ
る
︒
子
ど
も
た
ち

が
遊
ぶ
の
に
危
険
で
︑除
去
し
て
欲
し
い
︒

　

腐
朽
し
て
い
る
の
で
早
急
に
撤

去
す
る
︒

　

瀬
田
川
に
粗
大
ゴ
ミ
等
が
見
受

け
ら
れ
た
場
合
︑
早
い
対
応
を
︒

　

現
場
を
確
認
し
︑
河
川
管
理
者

で
あ
る
山
口
県
︵
岩
国
土
木
建
築

事
務
所
︶に
早
期
の
対
応
を
促
し
て
い
る
︒

　

和
木
町
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
税
が

近
隣
よ
り
高
い
︒
高
齢
者
の
所
得

を
考
慮
し
︑
60
歳
以
上
の
利
用
税
を
免
除

で
き
な
い
か
︒

　

ゴ
ル
フ
場
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
比
較
し
て
︑
一
般
的
に
利
用

料
金
が
高
額
で
あ
り
︑
利
用
者
の
支
出
行

為
は
︑
十
分
な
納
税
能
力
が
認
め
ら
れ
課

税
さ
れ
て
い
る
︒
課
税
主
体
は
都
道
府
県

和木ゴルフ俱楽部

メ
ー
ル
等
の
避
難
情
報
の
伝
達
手
段
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
︒

　

Ｊ
Ａ
和
木
支
所
の
３
階
を
避
難

場
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
︒

　

避
難
場
所
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
︒

　

小
瀬
川
で
の
水
遊
び
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
が
︑
干
潟
観
察
な
ど
は

盛
況
で
あ
る
︒
川
に
親
し
む
た
め
に
︑
飛

来
す
る
野
鳥
を
紹
介
す
る
案
内
看
板
を
設

置
し
た
ら
ど
う
か
︒

　

小
瀬
川
河
川
内
や
堤
防
に
看
板

等
を
設
置
す
る
場
合
は
︑
管
理
者

の
太
田
川
河
川
事
務
所
と
の
協
議
が
必

要
︒
看
板
設
置
は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
安

全
な
場
所
の
確
保
な
ど
が
困
難
で
も
あ

り
︑
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
︒

　

災
害
時
に
対
す
る
避
難
道
路
を

早
く
建
設
し
て
欲
し
い
︒

　

県
道
蜂
ヶ
峯
公
園
線
に
つ
い
て

は
︑
山
口
県
に
早
期
完
成
を
要
望

し
て
い
る
︒

地
域
・
交
通

健
康
・
福
祉

　防
　
　
災

＊
避
難
場
所
の
確
認
は

工事が進む県道蜂ヶ峯公園線

7



　

4
月
26
日
さ
く
ら
遊

園
地
付
近
に
ク
マ
と
思

わ
れ
る
動
物
の
目
撃
情
報
が
防

災
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
5
月
14
日
に
は
瀬
田

の
坂
根
公
園
で
ク
マ
と
思
わ
れ

る
動
物
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た

と
防
災
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
防
災
無
線
で
は
放

送
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

何
故
防
災
無
線
を
使
わ
な
か
っ

た
の
か
。

　

防
災
メ
ー
ル
だ
け
で
は
高
齢

者
の
方
に
届
い
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

日
刊
い
わ
く
に
3
月
22
日
の

新
聞
に
は
岩
国
市
御
庄
で
ク
マ

目
撃
、
19
日
午
後
0
時
26
分
ご

ろ
、
岩
国
市
御
庄
の
県
道
沿
い

の
法
面
で
ク
マ
が
目
撃
さ
れ

た
。
岩
国
署
に
よ
る
と
、
目
撃

者
が
用
事
を
終
え
て
帰
宅
中
、

法
面
に
い
た
体
長
50
セ
ン
チ
ほ

ど
の
ク
マ
1
頭
を
約
2
ｍ
の
距

離
か
ら
目
撃
し
た
。

　

現
場
は
御
庄
小
学
校
の
北
東

約
1
・
９
キ
ロ
。
岩
国
署
は
パ

ト
カ
ー
で
付
近
の
広
報
・
警
戒

活
動
を
お
こ
な
う
一
方
、
市
役

所
や
近
く
の
幼
稚
園
、
保
育
園

に
も
情
報
提
供
、
注
意
を
促
し

て
い
る
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

岩
国
市
の
対
応
と
和
木
町
の

対
応
は
大
き
く
違
う
が
ど
う

か
。

　

今
後
は
ど
の
よ
う
に
防
災
行

政
無
線
を
使
っ
て
い
く
の
か
。

　
ク
マ
の
目
撃
情
報
の

周
知
に
つ
い
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
お
答
え
す

る
。

　
通
常
、
ク
マ
と
確
認
で
き
た

場
合
に
は
、
防
災
メ
ー
ル
だ
け

で
な
く
、
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
て
周
知
を
行
う
。
ま
た
、

危
険
性
が
高
い
場
合
に
は
広
報

車
で
の
放
送
を
想
定
し
て
い

る
。

　
今
回
の
「
ク
マ
と
思
わ
れ
る

動
物
」
の
2
件
に
関
し
て
は
、

防
災
行
政
無
線
を
流
す
か
非
常

に
迷
っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
複
数

の
目
撃
や
ク
マ
の
痕
跡
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ナ
グ
マ

な
ど
の
別
の
動
物
の
可
能
性
も

否
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
住
民
の
混
乱
を
考
え
、
防

災
メ
ー
ル
で
周
知
し
た
。

　
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
行
政

懇
談
会
で
も
話
題
と
な
っ
た
。

防
災
メ
ー
ル
の
文
面
に
つ
い
て

も
指
摘
を
受
け
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

　
岩
国
市
で
は
、
基
本
的
に
市

民
メ
ー
ル
で
周
知
し
て
お
り
、

危
険
性
が
高
い
場
合
の
み
防
災

行
政
無
線
で
流
す
。

　
和
木
町
で
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
に
な
る
が
、
基
本
的
に

は
空
振
り
を
恐
れ
ず
に
防
災
行

政
無
線
を
流
す
考
え
で
い
る
。

課
長

質
問

クマと思われる動物の目撃情報があったさくら遊園地

目撃情報のあった坂根公園

Q　クマの出没時、防災無線を
　どう使うのか

A基本的には空振りを怖れずに
防災行政無線を流す考えだ

住民サービス課長

中村 充子 議員
なかむら みつこ
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一般質問

動画はこちら



　
自
転
車
事
故
に
お
け

る
高
額
賠
償
の
事
例
を

伺
う
。　

2
0
1
3
年
に
自
転

車
走
行
中
の
小
学
生
と

女
性
と
の
事
故
に
お
い
て
、
神

戸
地
裁
判
決
で
小
学
生
側
に
請

求
金
額
9
5
2
1
万
円
が
さ
れ

た
。（
他
は
省
略
。）

　
義
務
化
に
足
り
な
い

部
分
を
補
う
方
法
は
。

　

各
町
民
が
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
等
を
利
用
し

て
加
入
状
況
を
確
認
す
る
と
共

に
、
保
険
の
種
類
等
を
考
慮
し

な
が
ら
各
家
庭
で
加
入
を
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
山
口
県
で
は
人
口
減

少
施
策
の
１
つ
に
「
家

族
で
や
ま
学
の
日
」
制
度
の
実

施
が
あ
る
。
和
木
町
で
も
山
口

県
全
体
と
相
似
し
た
人
口
減
少

の
背
景
か
ら
、「
家
族
で
や
ま
学

の
日
」
制
度
を
導
入
す
る
予
定

は
あ
る
か
。
ま
た
導
入
す
る
場

合
、
制
度
の
適
用
条
件
を
問
う
。

　

和
木
町
で
も
実
施
予

定
で
あ
る
。（
制
度
の
基

本
と
な
る
適
用
条
件
は
、
各
回
答

よ
り
図
１
に
示
す
と
お
り
。）

　
和
木
町
「
家
族
で
や

ま
学
の
日
」
の
申
請
方

法
は
。　

計
画
作
成
、
申
請
と

承
認
、
体
験
・
探
索
な

ど
の
活
動
、
振
り
返
り
と
い
う

流
れ
に
な
る
。（
申
請
方
法
、

ま
た
注
意
事
項
は
、
各
回
答
よ

り
図
２
に
示
す
と
お
り
。）

　
山
口
県
の
多
く
の
施

策
も
、
現
在
住
ん
で
い

る
県
民
（
町
民
）
の
協
力
が
必

須
と
な
る
。
そ
の
方
が
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
「
自
転
車
の

安
全
で
適
正
な
利
用
促
進
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
10
月
よ
り

自
転
車
保
険
の
義
務
化
が
さ
れ

る
。
周
知
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
周
知
方
法
を
伺
う
。

　

和
木
町
全
体
で
は
、

行
政
懇
談
会
で
既
に
行

い
、
今
後
は
秋
の
交
通
安
全
運

動
、
広
報
わ
き
で
周
知
す
る
予

定
で
あ
る
。　

　

児
童
、
小
・
中
学
生

徒
に
お
い
て
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
総
会
、
主
管
会
議
で
既

に
行
い
、
今
後
は
児
童
生
徒
と

保
護
者
に
対
し
て
安
全
の
指
導

と
周
知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
学
校
管
理
下
に
お
け

る
児
童
生
徒
が
加
入
し

て
い
る
「
災
害
共
済
給
付
金
制

度
」、
和
木
町
民
が
勧
め
ら
れ

て
い
る
「
交
通
災
害
共
済
」
を

加
入
し
て
い
れ
ば
、
保
険
の
義

務
化
が
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
こ

と
に
な
る
か
。　

「
災
害
共
済

給
付
金
制
度
」

「
交
通
災
害
共
済
」
で
は
、
損

害
賠
償
責
任
保
険
等
に
該
当
し

な
い
た
め
、
今
回
の
義
務
化
を

ク
リ
ア
で
き
て
い
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

企
画
総
務

課
　
　
長

教
育
長

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
長

Q　和木町では「家族でやま学の日」
　制度を導入するのか

A和木町においても、導入する予定で、
準備を進めている

教育長

三分一 淳 議員
さんぶいち じゅん

動画はこちら
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家族で計画をたてる（日程、内容等）
申請準備をする

申請手続きをし、校長の承認を受ける

「家族でやま学の日」を満喫する
（家族で体験・探求的な活動をする）

活動を振り返り、今後の学校や日常生
活にどう生かすか、家族で話し合う

1. 計　画

2. 申　請

3. 活　動

4. 振返り

図2 「家族でやま学の日」の流れ（申請方法を含む）

図1「家族でやま学の日」の適用条件

相手

自分

物体

義務化部分

図3  自転車利用者に加入が義務化される部分

開始時期
2024年7月1日から開始予定

対象者
和木こども園児と

和木小・中学校の生徒

  範囲（エリア）
県内だけでなく県外でも可能

活動内容
体験・探索等様々な活動

い　つ だれが

どこで なにをすれば

『対人』賠償 『対物』賠償

『人身賠償と
 しての補償』

『車両保険に
 よる補償』



　

和
木
町
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
わ
き
あ
い

あ
い
苑
は
和
木
町
に
お
い
て
介

護
施
設
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
の
中
で
事
業
運
営

が
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。
今

回
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
さ

ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
ら
な
い

か
。

　
厳
し
い
事
業
運
営
が

続
い
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
山
口
県
介
護
施
設
等
光

熱
費
高
騰
緊
急
対
策
支
援
金
な

ど
を
活
用
し
、
利
用
者
の
方
々

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、
安
定
経
営
に
努
め
て
い
る
。

　

和
木
町
で
は
、
大
竹

市
、
岩
国
市
の
介
護
事

業
所
を
利
用
し
て
い
る
方
が
い

る
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
さ

ら
に
経
営
が
困
難
に
な
る
事
業

所
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

　
令
和
6
年
4
月
か
ら

の
報
酬
改
定
で
す
ぐ
に

影
響
が
あ
る
と
は
考
え
に
く

い
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
効

率
的
に
経
営
さ
れ
る
と
考
え

る
。

　

介
護
報
酬
改
定
に
よ

る
わ
き
あ
い
あ
い
苑
や

岩
国
市
、
大
竹
市
の
訪
問
介
護

施
設
の
経
営
状
況
に
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

町
と
し
て
必
要
な
介
護
施
設

を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
経
営

状
況
が
苦
し
く
な
っ
た
時
に
、

補
助
金
を
出
す
こ
と
は
可
能

か
。

　
介
護
事
業
所
は
、
地

域
に
お
い
て
必
要
な
福

祉
施
設
で
あ
り
、
介
護
保
険
の

ル
ー
ル
に
則
っ
て
継
続
的
な
運

営
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
自
治
体
か
ら
そ
の
介
護
事
業

所
に
対
し
て
コ
ロ
ナ
な
ど
特
別

な
場
合
を
除
き
、
補
助
金
を
支

払
う
制
度
は
な
い
。
ま
た
、
和

木
町
民
が
利
用
可
能
な
介
護
事

業
所
に
対
し
て
補
助
金
の
新
設

は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

教
科
書
採
択
の
地
区

協
議
会
で
厳
正
・
公
正

な
視
点
か
ら
の
運
営
を
要
望
す

る
。

　
ふ
さ
わ
し
い
教
科
書

を
選
定
・
採
択
で
き
る

よ
う
審
議
に
努
め
る
。

　

岩
国
・
和
木
で
は
全

国
で
１
％
し
か
選
ば
れ

て
い
な
い
育
鵬
社
の
歴
史
教
科

書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

育
鵬
社
の
歴
史
教
科
書
は
、

他
の
教
科
書
と
比
べ
て
違
う
点

が
多
く
、
誤
記
が
あ
っ
て
も
す

ぐ
に
訂
正
を
さ
れ
て
い
な
い
、

特
異
な
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る

と
の
見
解
が
で
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
科
書
採
択
に
あ
た

り
令
和
3
年
の
採
択
地
区
協
議

会
で
の
話
し
合
い
の
中
で
、
教

科
書
の
内
容
に
つ
い
て
委
員
の

勘
違
い
や
誤
認
発
言
が
あ
っ
た

が
、
訂
正
す
る
人
が
い
な
い
、

ま
た
教
科
書
使
用
の
学
年
に
つ

い
て
の
委
員
の
誤
認
発
言
を
事

務
局
と
し
て
も
訂
正
せ
ず
採
択

に
至
っ
て
い
る
。
教
科
書
採
択

に
関
わ
る
文
科
省
や
県
教
委
か

ら
の
文
章
を
読
ま
ず
、
委
員
に

配
布
も
せ
ず
に
開
催
さ
れ
運
営

に
厳
正
・
公
正
の
視
点
で
不
十

分
さ
が
見
ら
れ
る
と
意
見
が
出

て
、
岩
国
市
監
査
委
員
か
ら
岩

国
市
教
育
委
員
会
に
今
後
教
科

書
の
選
定
採
択
に
あ
た
っ
て
万

全
を
期
し
て
欲
し
い
と
意
見
を

付
さ
れ
て
い
る
。

　

和
木
町
の
教
育
委
員
会
に
も

地
区
協
議
会
で
厳
正
・
公
正
な

視
点
か
ら
の
運
営
を
要
望
す

る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
確
か

な
学
力
の
向
上
と
豊
か

な
心
や
健
や
か
な
体
を
育
み
、

自
ら
の
生
涯
を
生
き
抜
く
力
を

培
う
教
科
書
を
選
定
・
採
択
で

き
る
よ
う
し
っ
か
り
意
見
を
述

べ
、
慎
重
に
し
た
い
と
考
え
る
。

質
問

質
問

課
長

町
長

質
問

質
問

質
問

＊
中
学
校
教
科
書
採
択
に

　

つ
い
て

保
険
福
祉

課
　
　
長

教
育
長

教
育
長

和木町にとって大切なわきあいあい苑

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

Q　わきあいあい苑の経営状況が
　悪化した場合に補助は可能か

A現時点で補助金を支払う制度がない町長
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一般質問

動画はこちら



　
昨
年
開
催
し
た
議
会

町
づ
く
り
懇
談
会
で
、

野
良
猫
が
増
え
糞
尿
、
無
責
任

な
餌
や
り
、
敷
地
内
で
子
ど
も

を
産
む
な
ど
の
被
害
が
多
く
、

対
策
を
し
て
ほ
し
い
と
の
町
民

の
声
が
多
数
あ
っ
た
。
町
は
把

握
し
て
い
る
か
。

　
町
内
で
も
苦
情
件
数

が
増
え
、
自
治
会
か
ら

も
対
策
の
要
請
を
受
け
て
い

る
。

　
地
域
猫
活
動
を
進
め

る
た
め
の
問
題
は
何
か
。

　
住
民
間
の
合
意
を
得

る
こ
と
。
猫
の
実
態
把

握
、
そ
れ
か
ら
活
動
の
ル
ー
ル

作
り
、
餌
場
や
ト
イ
レ
の
設
置
、

不
妊
去
勢
手
術
の
実
施
等
で
あ

る
。

　
野
良
猫
問
題
に
取
組

む
第
一
歩
を
踏
み
出
し

て
い
な
い
の
か
。

　「
和
木
町
快
適
環
境

ま
ち
づ
く
り
町
民
会

議
」
に
問
題
提
起
を
し
て
今
年

か
ら
数
年
か
け
て
検
討
し
て
い

こ
う
と
い
う
流
れ
だ
。

　
検
討
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
何
年
後
に
施
策

と
し
て
実
現
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
か
。　

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
は
啓
発
活
動

を
第
一
に
や
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
後
議
論
を
深

め
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
近
隣
の
自
治
体
で

は
、
周
防
大
島
町
が
令

和
3
年
9
月
か
ら
「
飼
い
主
の

い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費

補
助
金
制
度
」
を
実
施
、
岩
国

市
が
令
和
2
年
度
か
ら
「
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
費
助
成
金
制
度
」
を
実
施
し

て
い
る
。
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

　
不
妊
去
勢
手
術
助
成

も
対
策
の
一
つ
と
は
考

え
る
が
、
現
状
で
今
す
ぐ
制
度

を
作
っ
て
も
う
ま
く
運
用
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
野
良
猫
を
減
ら
す
機
運
の
醸

成
か
ら
始
め
る
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
夏
休
み
期
間
に
放
課

後
ク
ラ
ブ
に
通
う
児
童

へ
給
食
の
提
供
が
で
き
な
い

か
。

　
衛
生
面
の
リ
ス
ク
が

あ
る
の
で
弁
当
の
斡
旋

を
継
続
し
た
い
。

　
子
ど
も
園
の
2
号
認

定
を
対
象
に
夏
休
み
期

間
も
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
給
食
の

提
供
を
望
む
声
が
多
く
あ
る
。

ど
う
考
え
る
か
。

　
衛
生
面
の
リ
ス
ク
が

あ
る
。
調
理
し
た
も
の

を
運
ぶ
コ
ン
テ
ナ
、
そ
れ
を
受

入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
施
設
に
な

く
運
搬
、
保
管
が
困
難
で
あ
る
。

ま
た
現
在
の
指
導
員
数
で
は
配

膳
等
の
指
導
が
難
し
い
。
加
え

て
必
要
量
が
日
々
変
わ
る
こ
と

か
ら
食
材
の
発
注
が
困
難
で
あ

る
。

　
昨
今
の
夏
の
気
温
上

昇
を
考
え
る
と
家
庭
で

弁
当
を
持
た
せ
る
よ
り
衛
生
面

で
も
給
食
の
方
が
良
い
と
い
う

声
が
多
い
。

　
弁
当
の
発
注
を
受
付
け
て
い

る
と
聞
く
が
大
人
向
け
の
内
容

で
あ
り
、
残
す
児
童
が
多
い
と

聞
く
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
高
学
年
の
児
童
に

と
っ
て
は
量
が
足
り
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
。
献
立
に

よ
り
好
き
嫌
い
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
現
場
で
指
導
員
が
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
概
ね
子
ど
も
た

ち
が
受
け
入
れ
や
す
い
内
容
で

は
な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。

　
配
達
弁
当
の
内
容
は

ど
う
し
て
も
大
人
向
け

に
な
る
と
思
う
が
体
力
づ
く
り

の
為
に
も
児
童
向
け
の
食
べ
や

す
い
弁
当
に
す
る
よ
う
考
慮
し

て
ほ
し
い
。

　
見
合
っ
た
価
格
で
、

子
ど
も
が
食
べ
や
す
い

弁
当
。
一
つ
二
つ
で
も
配
達
し

て
く
れ
る
業
者
と
苦
慮
し
な
が

ら
調
整
し
て
い
る
。

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

事
務
局
長

事
務
局
長

事
務
局
長

Q　野良猫問題の解決を早く
　進めてほしい

町づくり懇談会の様子

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ

A町民会議の中でより議論を
深めていきたい

住民サービス課長
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動画はこちら

＊
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

　
給
食
を



　

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
職
務
内
容
は
︒

︵
森
脇
委
員
︶︵
三
分
一
委
員
︶

　

和
木
町
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と

し
て
あ
り
続
け
る
た
め
に
︑
地
域

課
題
解
決
に
向
け
本
町
の
特
徴
を
生
か
し

た
﹁
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
﹂
を
推
進

す
る
こ
と
︒

　

山
口
県
が
子
育
て
支
援
策
と
し

て
︑
保
育
士
を
増
や
す
事
業
所
に

対
し
て
補
助
金
の
制
度
を
開
始
し
た
︒
和

木
町
の
保
育
定
数
増
の
た
め
に
こ
の
制
度

を
利
用
で
き
な
い
か
︒　
　
︵
上
田
委
員
︶

　

公
立
施
設
に
お
い
て
は
︑
対
象

外
︒
本
町
こ
ど
も
園
へ
の
適
用
は

出
来
な
い
︒

　

先
日
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
で
の

個
別
避
難
計
画
の
評
価
・
問
題
点

を
伺
う
︒　
　
　
　
　
　
︵
三
分
一
委
員
︶

　

実
働
に
よ
る
避
難
行
動
を
通
し

て
︑
地
域
代
表
者
︑
避
難
支
援
関

係
者
及
び
町
・
消
防
団
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
連
携
に
つ
い
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
︒

　

今
回
の
避
難
支
援
対
象
者
の
参
加
率
は

約
44
％
︵
34
名
︶
に
と
ど
ま
っ
た
︒
今
後
︑

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
支
援
対
象
者
へ
の
避

難
意
識
の
啓
発
と
と
も
に
︑
避
難
訓
練
に

継
続
し
て
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
︒

　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
進
ん
で

い
く
こ
と
を
聞
い
て
い
る
が
︑
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
う
︒
︵
三
分
一
委
員
︶

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
つ
い
て
は
︑

部
活
指
導
員
と
し
て
の
コ
ー
チ
を

配
置
し
︑
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
を

模
索
中
︒
そ
の
他
の
部
活
動
に
つ
い
て
も

各
団
体
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
︑
地
域
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
︒

　

役
場
か
ら
大
和
橋
ま
で
の
町
道

と
︑
中
道
が
交
差
す
る
横
断
歩
道

に
く
ぼ
み
が
あ
り
︑補
修
が
必
要
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
嘉
屋
委
員
︶

　

横
断
歩
道
の
く
ぼ
み
は
補
修
済

み
で
あ
る
︒
こ
の
街
路
は
石
油
貯

蔵
施
設
立
地
対
策
の
交
付
金
で
︑
全
面
改

良
を
行
う
︒

　

町
が
発
行
す
る
住
民
票
等
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
要
望
が
あ

る
が
︑費
用
の
算
定
額
と
費
用
対
効
果
は
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
︵
灰
岡
委
員
︶

　

導
入
に
約
１
千
万
円
︑
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
固
定
費
が
年
約
２

５
０
万
円
︑
交
付
枚
数
ご
と
に
約
３
０
０

円
の
手
数
料
︒
戸
籍
関
係
の
交
付
を
付
加

す
る
と
更
に
１
千
万
円
の
導
入
費
用
と
な

る
︒
小
さ
な
町
で
は
採
算
が
合
う
事
業
で

は
な
い
︒

議
会

だ
よ

り
わ

き
 第
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今
年
は
梅
雨
入
り
が
遅
く
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
夏
の
先
取
り
の
よ

う
な
天
候
が
、
続
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
議
会
町
づ
く
り
懇
談
会
を

各
地
域
４
ヶ
所
で
開
催
し
、
多
く
の

住
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
地
域
な
ら
で
は
の
課
題
や
問

題
点
も
多
く
、
議
会
で
は
委
員
会
の

中
で
し
っ
か
り
行
政
側
に
問
題
点
や

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。
関
ヶ
浜
地
区

で
は
、
長
い
間
、
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
下
水
問
題
が
、
当
面
解
決
さ
れ
、

私
た
ち
も
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
趣
向
を
変
え
、「
和
木

町
の
財
政
を
一
緒
に
考
え
よ
う
」
を

議
題
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
我
が

町
の
財
政
を
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

町
制
50
周
年
を
迎
え
、
長
く
町
政

を
継
続
す
る
に
は
財
政
こ
そ
が
基
礎

に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
が
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
節
約
で
き

る
事
は
な
い
の
か
な
ど
を
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
若
い
学
生
さ
ん
や
、

お
子
さ
ん
連
れ
も
大
歓
迎
で
す
。
勿

論
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
森
脇  

明
美
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二    中村  充子
明本  光弘    三分一  淳

広 報 部

発行責任者

委員会委員会
ナ　ウ

地域プロジェクト
マネージャに就任
された村井優さん
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